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市の各施策・主要事業の進捗について評価しています／

８月１日から「地区活動拠点指定職員制度」の運用を開始しました
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米
国
で
は
、
平
成
21
年
「
ハ
リ
ケ
ー
ン
・

カ
ト
リ
ー
ナ
」
に
よ
り
大
被
害
を
受
け
ま

し
た
。
こ
の
た
め
、
平
成
24
年
、「
ハ
リ
ケ
ー

ン
・
サ
ン
デ
ィ
」
の
襲
来
に
対
し
て
、
住
民
・

行
政
・
関
係
機
関
が
一
体
と
な
っ
た
事
前

行
動
計
画
（
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
）
を
作
成
し
、

こ
の
計
画
を
運
用
す
る
こ
と
に
よ
り
大
き

な
防
災
・
減
災
効
果
を
発
揮
し
注
目
さ
れ

ま
し
た
。

　

日
本
で
も
国
土
交
通
省
は
、
平
成
25
年

の
台
風
26
号
な
ど
を
教
訓
に
、
事
前
行
動

計
画
の
策
定
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
地
形
お
よ
び
水
害

の
歴
史
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
大
型
化

す
る
台
風
な
ど
の
大
規
模
風
水
害
に
備
え
、

住
民
・
地
域
・
市
の
動
き
を
焦
点
に
「
だ

れ
が
、
何
を
、
い
か
に
」
行
う
か
を
整
理

し
た
、
事
前
行
動
計
画
を
策
定
す
る
こ
と

が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
市
は
、
茨
城
県
の
南
部
、
都
心
の
北

東
約
45
㎞
に
位
置
し
、
東
西
12
㎞
、
南
北

９
㎞
、
面
積
78
・
２
㎢
で
あ
り
、
市
の
北

部
は
関
東
ロ
ー
ム
層
の
堆
積
す
る
稲
敷
台

地
、
南
部
は
低
地
部
と
な
っ
た
平
坦
な
沖

積
平
野
で
す
。
ま
た
北
部
と
南
部
の
境
界

は
台
地
を
削
り
込
ん
で
作
ら
れ
た
谷
底
平

地
が
東
西
に
連
な
っ
て
い
ま
す
。
河
川
は

小
貝
川
が
市
の
西
北
部
か
ら
利
根
川
に
流

「住民・地域・市」の連携による防災・減災のまちづくり 「住民・地域・市」の連携による防災・減災のまちづくり

１　

忘
れ
て
は
な
ら
な
い

　
　
　

小
貝
川
堤
防
決
壊
の
歴
史

２　

台
風
な
ど
の
風
水
害
対
策
に

　
　
　

事
前
行
動
計
画
の
必
要
性

れ
込
ん
で
お
り
、
低
地
部
に
は
論
所
排
水

や
江
川
な
ど
が
東
南
方
向
に
流
れ
新
利
根

川
に
流
れ
込
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

地
形
に
よ
り
市
内
北
部
と
南
部
の
境
界
部
分

は
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
小
貝
川
東
部
の
低
地
部
で
は
、

小
貝
川
の
堤
防
決
壊
に
よ
る
洪
水
発
生
に
注

意
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

水
害
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
１
７
４
２

年
（
寛
保
２
年
）
以
降
、
小
貝
川
の
堤
防

決
壊
は
14
回
に
も
及
ん
で
い
ま
す
。
利
根

川
の
水
位
は
小
貝
川
の
水
位
よ
り
高
い
た

め
、
利
根
川
上
流
で
大
雨
が
降
る
と
利
根

川
の
濁
流
が
小
貝
川
に
逆
流
し
て
小
貝
川

の
堤
防
を
決
壊
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
特
に

昭
和
56
年
８
月
24
日
午
前
２
時
12
分
に
発

生
し
た
小
貝
川
の
堤
防
決
壊
は
、
市
面
積

の
４
分
の
１
に
及
ぶ
大
洪
水
と
な
り
、
住

家
浸
水
１
２
５
７
棟
（
半
壊
42
棟
、
床
上

浸
水
４
３
２
棟
、
床
下
浸
水
７
８
３
棟
）、

耕
地
の
冠
水
被
害
は
水
田
１
６
０
０
ha
、

畑
50 

ha
、
被
害
総
額
約
27
億
円
の
大
災
害
と

な
り
ま
し
た
。

　

近
年
の
台
風
は
大
型
化
し
、
ま
た
大
雨

や
竜
巻
が
頻
繁
に
発
生
す
る
な
ど
異
常
気

象
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
の
台

風
18
号
や
26
号
は
、
日
本
列
島
を
北
上
す

る
に
従
い
益
々
勢
力
を
増
し
て
大
災
害
を

引
き
起
こ
し
ま
し
た
。
台
風
18
号
は
京
都

嵐
山
な
ど
で
大
き
な
浸
水
被
害
を
も
た
ら

し
、
初
の
「
特
別
警
報
」
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
台
風
26
号
で
は
伊
豆
大
島
で
土
砂

災
害
に
よ
り
39
人
が
死
亡
ま
た
は
行
方
不

明
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
梅
雨
は
関
東
地
方
の
上
空
に
寒

気
が
流
れ
込
み
、
地
表
面
の
暖
か
い
空
気

が
上
昇
気
流
と
な
っ
て
積
乱
雲
を
発
生

さ
せ
、
東
京
で
は
時
間
雨
量
が
１
０
０
㎜

を
超
え
る
猛
烈
な
集
中
豪
雨
や
大
き
な
雹

（
ひ
ょ
う
）
が
降
る
な
ど
極
端
な
気
象
現
象

が
頻
発
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
の
な
い

よ
う
な
大
雨
が
降
る
こ
と
な
ど
も
考
え
て

お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

台
風
が
接
近
、
襲
来
し
た
時
な
ど
に
、

市
内
で
想
定
さ
れ
る
風
水
害
と
し
て
、
①

小
貝
川
堤
防
決
壊
に
よ
る
洪
水
被
害
、
②

土
砂
災
害
警
戒
区
域
な
ど
の
が
け
崩
れ
被

害
、
③
内
水
氾
濫
に
よ
る
道
路
な
ど
の
冠

水
被
害
の
３
点
に
つ
い
て
想
定
さ
れ
る
状

況
を
見
積
っ
て
み
ま
す
。

①
小
貝
川
の
堤
防
決
壊
に
よ
る
洪
水
被
害

　

昭
和
56
年
８
月
23
日
午
前
４
時
、
台
風
15

号
は
千
葉
県
館
山
市
付
近
に
上
陸
し
て
東

北
地
方
に
縦
断
し
て
い
き
ま
し
た
。
紀
伊

半
島
南
部
で
降
り
始
め
た
雨
は
、
次
第
に

東
に
広
が
り
、
東
日
本
で
は
１
時
間
に
30

～
70
㎜
の
強
い
雨
が
断
続
的
に
降
り
、
日

雨
量
は
関
東
地
方
の
山
間
部
で
局
地
的
に

４
０
０
㎜
を
超
え
ま
し
た
。

　

21
日
か
ら
23
日
ま
で
の
本
市
に
お
け
る

総
雨
量
は
約
60
㎜
と
比
較
的
少
量
で
し
た

が
、
利
根
川
上
流
の
山
間
部
で
は
日
光
で

５
９
０
㎜
、
榛
名
で
５
１
６
㎜
を
記
録
し

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
台
風
は
通
過
し

た
も
の
の
、
利
根
川
の
水
位
は
徐
々
に
上

が
り
、
遂
に
は
小
貝
川
に
逆
流
し
て
高
須

橋
上
流
付
近
の
左
岸
が
決
壊
、
大
洪
水
と

な
り
、
大
災
害
に
な
り
ま
し
た
。

　

小
貝
川
の
堤
防
は
、
昭
和
56
年
の
決
壊
以

降
、
国
が
主
体
と
な
り
損
傷
を
受
け
た
箇
所

を
大
規
模
に
補
強
工
事
す
る
な
ど
決
壊
前
に

比
べ
て
大
幅
に
強
化
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
大
雨
と
地
震
等
の
複
合
災
害
の
発
生
も

考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

②
土
砂
災
害
警
戒
区
域
な
ど
の
が
け

崩
れ
被
害

　

平
成
25
年
の
台
風
26
号
に
よ
る
土
砂
災

害
に
お
い
て
は
、
降
り
始
め
か
ら
の
総
雨

量
１
５
０
㎜
の
後
、
最
大
１
時
間
雨
量
46
・

５
㎜
と
本
市
の
観
測
史
上
最
大
の
時
間
雨

量
を
記
録
し
て
、
総
雨
量
が
２
４
４
㎜
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
最
大
風
速
18
・
５

ｍ
／
秒
、
最
大
瞬
間
風
速
27
・
８
ｍ
／
秒

の
風
が
吹
き
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
で
13

カ
所
の
が
け
崩
れ
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
集
中
豪
雨
に
お
い
て
は
人

命
を
最
優
先
と
し
て
、
土
砂
災
害
警
戒
区

域
な
ど
で
、
が
け
崩
れ
の
発
生
が
考
え
ら

れ
る
場
所
で
は
早
め
の
避
難
を
考
え
て
お

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

③
内
水
氾
濫
な
ど
に
よ
る
道
路
冠
水
・

宅
地
の
床
下
浸
水
な
ど
に
よ
る
被
害

　

台
風
26
号
で
は
、
佐
貫
駅
周
辺
地
区
や

旧
市
街
地
の
低
地
部
な
ど
に
お
い
て
道
路

冠
水
や
宅
地
の
床
下
浸
水
な
ど
の
被
害
が

生
じ
ま
し
た
。

　

計
画
的
な
市
街
地
整
備
、
排
水
路
整
備
、

排
水
用
ポ
ン
プ
整
備
な
ど
の
対
策
は
と
ら
れ

て
は
い
ま
す
が
、佐
貫
駅
周
辺
や
旧
市
街
地
、

川
原
代
、
北
文
間
、
大
宮
な
ど
の
低
地
部
で

は
極
端
な
集
中
豪
雨
が
発
生
し
た
場
合
、
側

溝
・
下
水
道
や
排
水
路
、
排
水
ポ
ン
プ
だ
け

の
処
理
能
力
で
は
、
一
時
的
に
水
を
流
し
き

れ
な
く
な
り
、
部
分
的
に
道
路
冠
水
や
宅
地

の
床
下
浸
水
な
ど
の
被
害
が
発
生
す
る
こ
と

を
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
本
市
に
お
け
る
内
水
氾
濫
は
、
道
路

冠
水
や
床
下
浸
水
で
あ
り
、
住
民
に
対
し
て

避
難
勧
告
な
ど
を
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
昭
和
56
年
（
１
９
８
１
年
）
小
貝
川
の

堤
防
が
決
壊
し
、
家
屋
の
浸
水
や
田
畑
の

冠
水
な
ど
、
当
時
の
龍
ケ
崎
市
は
多
く
の

被
害
を
受
け
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
私
が

生
ま
れ
て
か
ら
は
、
川
の
決
壊
や
洪
水
な

ど
の
災
害
が
起
こ
っ
た
と
い
う
話
は
、
聞

い
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
今
ま
で
大
丈

夫
だ
っ
た
か
ら
今
後
も
大
丈
夫
と
い
う
こ

と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
豪
雨
な
ど

に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
水
害
が
起
こ
る
可

能
性
は
十
分
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
河
川

の
氾
濫
の
よ
う
な
水
害
が
起
き
た
場
合
、

市
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
行
う
の
で
し
ょ

う
か
」。
こ
れ
は
先
月
開
催
し
た
「
こ
ど
も

議
会
」
で
の
こ
ど
も
議
員
か
ら
の
質
問
で

す
。　

　

決
壊
後
、
小
貝
川
の
堤
防
は
強
化
さ
れ

ま
し
た
が
、
近
年
、
地
球
温
暖
化
な
ど
の

影
響
で
台
風
の
大
型
化
や
記
録
的
な
集
中

豪
雨
が
頻
発
し
て
お
り
、
平
時
か
ら
大
規

模
風
水
害
に
対
す
る
備
え
を
進
め
て
お
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
市
で
は
、
昭
和
56
年
８
月
24
日
に
発

生
し
た
小
貝
川
堤
防
決
壊
に
よ
る
洪
水
災

害
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
こ
の
日
を
「
市
民

防
災
の
日
」
と
定
め
、
毎
年
、
総
合
防
災

訓
練
や
消
防
団
の
水
防
訓
練
を
実
施
す
る

な
ど
、
水
害
対
応
能
力
の
向
上
を
図
っ
て

き
ま
し
た
。

■問い合わせ：危機管理室危機管理政策グループ☎内線 352

▶小貝川の堤防決壊箇所（1742 年以降）

▶昭和 56 年 1981 年小貝川破堤による浸水域の拡大

「住民・地域・市」の連携による

　　防災・減災のまちづくり

４　

近
年
の
関
東
地
方
で
の
台
風
の

　
　
　

大
型
化
な
ど
の
異
常
気
象

５　

台
風
な
ど
に
よ
る

　
　
　

風
水
害
発
生
見
積

▶平成 25 年の台風 26 号によるがけ崩れ被害の様子

大規模風水害事前行動計画を策定します

３　

龍
ケ
崎
市
の

　
　
　

地
形
お
よ
び
水
害
の
歴
史
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「住民・地域・市」の連携による防災・減災のまちづくり

は
、
こ
の
基
準
値
に
基
づ
き
対
応
行
動
を

と
り
ま
し
た
。
今
後
は
「
大
規
模
風
水
害

事
前
行
動
計
画
（
一
例
）」
を
た
た
き
台
と

し
て
、
住
民
・
地
域
・
市
の
実
施
事
項
の

適
否
と
相
互
の
連
携
要
領
を
確
認
し
な
が

ら
、
不
備
事
項
を
修
正
し
、
大
規
模
風
水

害
事
前
行
動
計
画
策
定
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
や
自
主
防
災
組
織
な
ど

の
い
ろ
い
ろ
な
視
点
か
ら
の
ご
意
見
を
頂

き
、
さ
ら
な
る
災
害
の
な
い
ま
ち
づ
く
り

に
ま
い
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
」
を
回
避
す
る
と
と
も

に
、
住
民
・
地
域
・
市
の
連
携
の
も
と
、
防
災
・

減
災
の
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

事
前
行
動
計
画
は
、
大
規
模
災
害
が
発

生
す
る
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
も
、
迅
速

な
対
応
を
促
し
、
被
害
の
拡
大
を
阻
止
す

る
こ
と
で
被
害
を
軽
減
し
、
さ
ら
に
は
復

旧
の
短
縮
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
26
年
３
月
、
本
市
で
は
地
域
防
災

計
画
（
一
般
災
害
等
対
策
計
画
編
）
を
見

直
し
、
台
風
26
号
を
教
訓
に
、
避
難
勧
告

な
ど
の
雨
量
数
値
基
準
値
お
よ
び
河
川
水

位
基
準
値
を
設
定
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
台
風
８
号
の
接
近
に
際
し
、
市

「住民・地域・市」の連携による防災・減災のまちづくり

　

以
上
、
台
風
の
接
近
、
襲
来
な
ど
に
よ

る
風
水
害
発
生
見
積
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

台
風
や
低
気
圧
の
接
近
・
襲
来
は
、
あ
ら

か
じ
め
発
生
を
予
測
す
る
こ
と
の
で
き
る

災
害
で
す
。
本
市
は
、
気
象
庁
や
茨
城
県

な
ど
か
ら
収
集
し
た
情
報
を
整
理
し
て
、

台
風
の
接
近
度
合
に
応
じ
て
自
主
防
災
組

織
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
注
意
情
報
な
ど

の
伝
達
を
行
い
ま
す
。
住
民
の
皆
さ
ん
は

市
か
ら
伝
達
さ
れ
た
情
報
に
基
づ
き
、
家

の
周
り
を
見
回
り
暴
風
雨
対
策
を
行
い
ま

す
。
さ
ら
に
台
風
の
接
近
に
よ
り
小
貝
川

の
堤
防
が
決
壊
、
あ
る
い
は
土
砂
災
害
警

戒
区
域
で
の
が
け
崩
れ
な
ど
大
規
模
な
災

害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
、
避

難
勧
告
な
ど
を
行
い
避
難
し
て
い
た
だ
く

こ
と
で
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
に
な
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
作
成
し
た
「
大
規
模
風
水
害
事
前

行
動
計
画
（
一
例
）」（
次
ペ
ー
ジ
）
は
、

災
害
発
生
が
想
定
さ
れ
る
数
日
前
か
ら
事

前
準
備
す
る
事
項
な
ど
に
つ
い
て
、「
い
つ
、

誰
が
、
何
を
、
ど
の
よ
う
に
」
す
べ
き
か

の
事
前
行
動
を
連
携
し
や
す
い
よ
う
一
覧

表
で
定
め
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
事
前
行
動
計
画
を
確
認
す
る
こ
と

で
、　

災
害
対
応
の
遅
れ
か
ら
被
害
が
拡
大

化
し
、
下
図
の
よ
う
に
災
害
が
拡
大
す
る

７　

事
前
行
動
計
画
で

　
　
　

負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
を
克
服

８　

住
民
・
地
域
・
市
の
連
携
に
よ

る
災
害
の
な
い
ま
ち
づ
く
り

６　

大
規
模
風
水
害

　
　
　

事
前
行
動
計
画
（
一
例
）

※ 市公式サイト防災コラム（防災科学技術研究所客員研究員・水谷武司氏）から、写真および小貝川堤防の決壊によ
る洪水被害の状況などについて引用させていただきました。

台
風

の
接

近
時

間
気

象
庁

・
国

交
省

・
県

龍
ケ

崎
市

災
害

対
策

本
部

な
ど

消
防

団
自

主
防

災
組

織
な

ど
住

民

沖
縄
本
島
付
近
に
接
近

72
時
間
前
（
３
日
前
）        

気
象

情
報

発
表

気
象

デ
ー

タ
収

集
開

始
（

台
風

の
動

き
、

雨
量

、
小

貝
川

・
利

根
川

水
位

等
）

テ
レ

ビ
・

ラ
ジ

オ
・

ネ
ッ

ト
な

ど
で

気
象

予
報

確
認

テ
レ

ビ
・

ラ
ジ

オ
・

ネ
ッ

ト
な

ど
で

気
象

予
報

確
認

テ
レ

ビ
・

ラ
ジ

オ
・

ネ
ッ

ト
な

ど
で

気
象

予
報

や
防

災
情

報
確

認

（
九
州
）
～
東
日
本
へ
接
近

48
時
間
前
（
２
日
前
）

台
風

の
勢

力
、

進
路

方
向

、
接

近
時

期
、

雨
量

・
風

速
等

見
積

等
発

表

①
警

戒
本

部
、

災
害

対
策

本
部

の
設

置
②

第
１

回
対

策
本

部
会

議
（

台
風

状
況

、
各

部
の

準
備

状
況

等
）

③
消

防
・

警
察

等
関

係
機

関
と

の
情

報
交

換
④

避
難

所
と

な
る

施
設

状
況

（
搬

入
物

品
含

む
）

の
確

認
⑤

土
砂

災
害

警
戒

区
域

世
帯

及
び

要
援

護
者

等
の

把
握

⑥
消

防
団

本
部

と
の

情
報

共
有

⑦
排

水
ポ

ン
プ

の
異

常
の

有
無

確
認

⑧
学

校
・

保
育

所
・

学
童

保
育

の
休

校
等

の
判

断
⑨

施
設

事
務

所
の

市
民

の
要

望
に

よ
り

土
の

う
配

布
⑩

土
砂

災
害

警
戒

区
域

内
自

主
防

災
組

織
・

住
民

自
治

組
織

へ
連

絡
⑪

避
難

所
開

設
調

整
、

状
況

に
よ

り
避

難
所

開
設

⑫
避

難
所

を
開

設
し

た
場

合
は

、
自

主
的

避
難

を
広

報
⑬

対
策

本
部

設
置

時
の

職
員

ロ
ー

テ
ー

シ
ョ

ン
勤

務
体

制
配

備
計

画
作

成
⑭

自
主

防
災

組
織

へ
の

情
報

提
供

（
メ

ー
ル

等
配

信
）

①
消

防
団

装
備

品
等

の
稼

働
確

認
②

消
防

車
両

の
確

認
③

連
絡

体
制

の
確

保
④

災
害

対
策

本
部

へ
の

参
集

⑤
自

主
防

災
組

織
や

住
民

自
治

組
織

な
ど

連
携

①
防

災
コ

ン
テ

ナ
の

点
検

②
災

害
時

要
援

護
者

の
状

況
確

認
③

防
災

カ
ル

テ
に

よ
り

危
険

箇
所

な
ど

の
点

検
④

自
主

防
災

組
織

内
情

報
共

有
⑤

地
域

内
危

険
箇

所
の

確
認

・
市

へ
通

報
⑥

地
区

内
の

排
水

口
な

ど
点

検
⑦

市
か

ら
の

メ
ー

ル
等

に
よ

る
情

報
入

手

①
自

宅
の

保
全

。
ベ

ラ
ン

ダ
の

植
木

鉢
や

物
干

し
ざ

お
な

ど
が

吹
き

飛
ば

さ
れ

な
い

よ
う

に
し

、
動

か
せ

な
い

も
の

は
ロ

ー
プ

で
固

定
②

避
難

所
や

避
難

ル
ー

ト
の

確
認

③
防

災
グ

ッ
ズ

の
確

認
④

家
族

の
所

在
地

等
の

確
認

⑤
雨

に
よ

る
浸

水
の

恐
れ

が
あ

る
家

は
家

具
等

を
上

に
運

ぶ
。

⑥
食

料
品

等
備

蓄
品

の
準

備
⑦

必
要

な
場

合
は

、
市

が
準

備
し

て
い

る
土

の
う

等
の

受
領

⑧
避

難
所

あ
る

い
は

一
時

避
難

場
所

の
確

認
⑨

避
難

所
持

ち
物

品
準

備
⑩

自
宅

近
辺

等
の

排
水

口
の

点
検

及
び

清
掃

関
東
地
方
へ
接
近

大
雨
（
前
線
刺
激
）

24
時
間
前
（
１
日
前
）

特
別

警
報

・
有

無
の

見
通

し
大

雨
警

報

①
第

２
回

災
害

対
策

本
部

会
議

（
災

害
発

生
見

積
及

び
応

急
対

策
検

討
）

②
継

続
的

に
警

報
等

発
表

に
つ

い
て

市
民

へ
メ

ー
ル

配
信

等
実

施
③

土
砂

災
害

警
戒

区
域

等
の

偵
察

④
土

砂
災

害
警

戒
区

域
の

災
害

要
援

護
者

へ
避

難
準

備
情

報
⑤

土
砂

災
害

警
戒

区
域

自
主

防
災

組
織

等
へ

の
協

力
要

請
⑥

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

バ
ス

の
運

行
に

つ
い

て
調

整
・

広
報

①
人

員
の

確
保

②
災

害
時

要
援

護
者

の
訪

問
確

認
（

自
主

防
災

組
織

等
）

③
土

砂
災

害
警

戒
区

域
の

偵
察

①
災

害
時

要
援

護
者

の
訪

問
確

認
②

要
援

護
者

を
避

難
所

へ
避

難
支

援
③

避
難

所
確

認
④

が
け

崩
れ

兆
候

把
握

（
安

全
確

認
し

て
）

①
要

援
護

者
等

避
難

②
避

難
所

に
自

主
的

避
難

、
又

は
縁

故
避

難
③

雨
戸

、
シ

ャ
ッ

タ
ー

の
閉

鎖
②

台
風

等
襲

来
時

等
の

会
社

・
学

校
等

の
行

動
確

認
④

用
水

路
へ

の
見

回
り

禁
止

、
不

要
不

急
の

外
出

を
控

え
る

⑤
土

の
う

等
の

積
み

上
げ

に
よ

る
浸

水
防

止
処

置
小

貝
川

水
防

団
待

機
水

位
情

報
（

洪
水

警
報

）　
①

稲
敷

広
域

水
防

組
合

と
の

調
整

・
連

携
②

利
根

川
・

小
貝

川
の

水
位

を
１

時
間

ご
と

確
認

①
小

貝
川

水
防

団
待

機
命

令
②

水
防

資
機

材
の

確
認

①
水

防
団

待
機

命
令

確
認

②
要

援
護

者
の

把
握

①
避

難
準

備

　
茨
城
県
南
部
へ
接
近
に

よ
る
強
風
・
大
雨

12
時
間
前

土
砂

災
害

警
戒

情
報

①
土

砂
災

害
警

戒
区

域
に

対
す

る
避

難
勧

告
等

発
令

②
避

難
状

況
等

確
認

③
道

路
・

管
理

河
川

及
び

排
水

ポ
ン

プ
等

の
巡

視
④

冠
水

状
況

に
よ

り
道

路
通

行
止

め
準

備
・

実
施

⑤
冠

水
状

況
及

び
市

民
要

望
に

基
づ

く
移

動
ポ

ン
プ

の
設

置

①
避

難
広

報
支

援
等

（
土

砂
災

害
）

②
担

当
地

域
内

パ
ト

ロ
ー

ル
（

土
砂

災
害

警
戒

区
域

等
）

③
通

行
止

め
（

自
主

判
断

の
場

合
は

本
部

報
告

）

①
避

難
所

へ
の

避
難

誘
導

②
避

難
所

開
設

・
運

営
協

力

①
土

砂
災

害
警

戒
区

域
住

民
は

、
避

難
所

・
又

は
垂

直
避

難
②

家
族

等
へ

の
連

絡

小
貝

川
氾

濫
注

意
水

位
情

報
～

小
貝

川
避

難
判

断
水

位
情

報

①
小

貝
川

沿
い

の
地

域
に

避
難

準
備

情
報

、
避

難
所

の
設

置
②

小
貝

川
・

利
根

川
の

水
位

を
１

時
間

ご
と

確
認

③
福

祉
施

設
等

に
注

意
喚

起
状

況
に

よ
り

避
難

行
動

支
援

④
水

防
本

部
長

よ
り

警
戒

体
制

の
指

示
⑤

要
援

護
者

の
避

難
状

況
等

確
認

①
避

難
広

報
・

支
援

（
小

貝
川

流
域

）
　（

災
害

時
要

援
護

者
等

）
②

土
手

番
（

堤
防

巡
視

）
③

漏
水

箇
所

等
の

水
防

工
法

実
施

①
避

難
所

へ
の

避
難

誘
導

②
避

難
所

開
設

・
運

営
協

力
③

災
害

時
要

援
護

者
の

安
否

確
認

協
力

①
災

害
時

要
援

護
者

等
避

難
所

へ
避

難
②

避
難

所
へ

の
避

難
準

備

茨
城
県
南
部
に
最
接
近

暴
風
雨

３
時
間
～
０
時
間
前

暴
風

雨
被

害
発

生
①

被
害

状
況

把
握

、
応

急
対

策
活

動
②

暴
風

雨
に

よ
る

倒
木

、
飛

散
物

対
応

③
土

砂
災

害
警

戒
区

域
等

の
２

次
災

害
防

止
措

置
（

交
通

規
制

）

①
冠

水
車

両
の

救
出

活
動

等
②

看
板

・
倒

木
等

の
除

去
③

交
通

規
制

①
被

害
状

況
・

市
へ

通
報

②
救

助
・

救
出

活
動

①
被

害
状

況
を

自
主

防
災

組
織

等
へ

通
報

②
自

主
防

災
組

織
等

の
地

域
活

動
へ

の
協

力
③

避
難

所
へ

の
避

難

小
貝

川
氾

濫
危

険
水

位
情

報
①

小
貝

川
沿

い
の

地
域

に
避

難
勧

告
②

継
続

的
に

河
川

水
位

の
確

認

①
避

難
広

報
（

小
貝

川
流

域
）

②
堤

防
巡

視
③

漏
水

箇
所

等
の

水
防

工
法

実
施

①
避

難
所

へ
の

避
難

誘
導

②
避

難
所

開
設

・
運

営
協

力
③

災
害

時
要

援
護

者
の

安
否

確
認

協
力

①
被

害
状

況
を

自
主

防
災

組
織

等
へ

通
報

②
自

主
防

災
組

織
等

の
地

域
活

動
へ

の
協

力

洪
水
お
よ
び
洪
水
被
害
　

（
台
風
通
過
）

０
時
間
～

暴
風

雨
被

害
等

①
被

害
状

況
把

握
、

応
急

対
策

活
動

②
暴

風
雨

に
よ

る
倒

木
、

飛
散

物
対

応
③

土
砂

災
害

警
戒

区
域

等
の

２
次

災
害

防
止

措
置

（
交

通
規

制
）

①
２

次
災

害
予

防
し

つ
つ

救
助

活
動

②
避

難
誘

導
、

救
出

救
助

活
動

①
被

害
状

況
・

市
へ

通
報

②
救

助
・

救
出

活
動

①
被

害
状

況
を

自
主

防
災

組
織

等
へ

通
報

②
自

主
防

災
組

織
等

の
地

域
活

動
へ

の
協

力

小
貝

川
氾

濫
発

生
情

報

①
県

へ
救

助
部

隊
要

請
、

自
衛

隊
災

害
派

遣
要

請
②

（
警

察
・

消
防

）・
消

防
団

、
危

険
区

域
か

ら
退

避
③

避
難

状
況

確
認

の
た

め
空

中
偵

察
要

請
、

偵
察

④
住

民
避

難
広

報
支

援

①
危

険
区

域
か

ら
の

避
難

②
重

要
施

設
の

水
防

工
法

③
住

民
避

難
支

援
①

避
難

所
運

営
協

力
等

①
逃

げ
遅

れ
た

場
合

は
２

階
等

高
所

へ
避

難
②

被
害

状
況

を
自

主
防

災
組

織
等

へ
通

報
③

自
主

防
災

組
織

等
の

地
域

活
動

へ
の

協
力

備
考

１
　

事
前

行
動

計
画

策
定

の
前

提
は

、
台

風
が

沖
縄

方
面

か
ら

九
州

～
本

州
へ

と
上

陸
す

る
想

定
と

す
る

が
、

台
風

の
進

行
速

度
な

ど
で

本
州

へ
の

上
陸

時
間

は
変

動
す

る
。

２
　

災
害

対
策

本
部

会
議

は
、

関
係

機
関

を
参

集
し

て
適

時
、

情
報

の
共

有
及

び
市

の
方

針
や

応
急

対
策

の
活

動
方

針
を

決
定

な
ど

を
行

う
。

３
　

河
川

警
報

（
消

防
団

待
機

・
氾

濫
注

意
・

避
難

判
断

・
氾

濫
危

険
）

水
位

情
報

に
つ

い
て

は
、

群
馬

県
・

栃
木

県
等

上
流

の
降

雨
量

等
に

よ
り

に
発

表
時

間
は

変
動

す
る

。

大
規
模
風
水
害
事
前
行
動
計
画
（
一
例
）

台風上陸！

災害対策本部

住民等への
注意喚起を

市民配布用の
　土のう準備

避難勧告は？

避難所開設は？ 地域

市
住民

住民・地域・市の連携で防災・減災を !!

負のスパイラルを克服

・コンテナの点検
・危険箇所の点検
・要援護者への声かけ
・市災害対策本部との情報共有

・気象予報や防災情報の確認
・自宅の保全
・避難所・避難経路の確認
・防災グッズの確認
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龍ケ崎市まちづくり基本条例を制定します

①
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
向
を
示
す

最
上
位
の
計
画
へ
の
位
置
付
け

　

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
向
を
示

す
最
上
位
の
計
画
で
あ
る
「
ふ
る
さ
と
龍

ケ
崎
戦
略
プ
ラ
ン
」
は
、
市
民
と
と
も
に

考
え
、
市
民
の
声
を
反
映
し
た
計
画
づ
く

り
と
す
る
た
め
、
公
募
市
民
と
流
通
経
済

大
学
生
、
市
職
員
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
「
策
定
市
民
会
議
」
を
設
置
し
て
、
ま

ち
づ
く
り
の
課
題
や
解
決
方
法
な
ど
に
つ

い
て
議
論
し
、
ま
た
、
延
べ
19
回
の
市
民

懇
談
会
、
意
見
交
換
会
な
ど
市
民
の
皆
さ

ん
と
の
対
話
を
重
視
し
た
プ
ロ
セ
ス
を
経

て
策
定
し
た
も
の
で
す
。
審
議
会
や
市
議

会
に
お
け
る
審
議
を
含
め
る
と
、
約
２
年

に
及
ぶ
も
の
で
し
た
。

　

現
在
制
定
作
業
を
進
め
て
い
る
「
ま
ち

づ
く
り
基
本
条
例
」
に
つ
い
て
も
、
こ
う

　

本
市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
連
携
・
協
力

を
よ
り
一
層
進
め
る
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
積
極
的
に
ま
ち
づ
く
り
の
活
動
や
市

政
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
そ
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
を
定
め
る
「
ま
ち
づ
く
り

基
本
条
例
」
の
制
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

現
在
、
今
年
中
の
市
議
会
定
例
会
へ
の
「
条
例
案
」
の
提
出
を
目
指
し
作
業
を
進
め
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
条
例
制
定
作
業
も
最
終
盤
を
迎
え
、
今
号
で
は
、
前
回
６
月
号
（
条

例
制
定
の
背
景
・
必
要
性
、
取
組
経
過
、
条
例
案
の
概
要
）
に
引
き
続
き
、「
条
例
案
」
の

全
文
を
紹
介
し
ま
す
。

　

本
市
で
は
本
条
例
を
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
活
用
で
き
る
身
近
な
条
例
と

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
（
案
）
は
、
前
文
と
８
章
・
全
35
条
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
や
市
民
、
議
会
お
よ
び
執
行
機
関

の
役
割
や
責
務
、
さ
ら
に
は
、
市
政
運
営
な
ど
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

を
定
め
て
い
ま
す
。

し
た
策
定
市
民
会
議
で
の
議
論
や
市
民
の

意
見
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
制
定
が
本

プ
ラ
ン
に
位
置
付
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

②
議
論
と
プ
ロ
セ
ス
を
重
視
し
た
条

例
づ
く
り

　

条
例
制
定
の
取
組
は
、
平
成
24
年
春
か
ら

準
備
を
始
め
、
秋
か
ら
作
業
を
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
は
じ
め
に
、
ま
ち
づ
く
り
の
主
体

で
あ
る
市
民
、
議
会
、
行
政
そ
れ
ぞ
れ
が
、

自
ら
の
分
野
に
つ
い
て
、
条
例
に
盛
り
込
む

べ
き
事
項
と
そ
の
考
え
方
、
い
わ
ゆ
る
「
骨

子
」
づ
く
り
を
進
め
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、

市
民
の
分
野
に
つ
い
て
は
、
無
作
為
抽
出
に

よ
り
選
出
し
た
市
民
と
学
識
経
験
者
で
構
成

す
る
検
討
組
織
を
立
ち
上
げ
、
延
べ
17
回
に

及
ぶ
会
議
で
協
議
を
重
ね
る
と
と
も
に
、
骨

子
の
作
成
過
程
に
お
い
て
、
検
討
し
た
内
容

を
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
、
多
く
の

意
見
を
提
言
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
「
意
見

交
換
会
」
を
４
回
開
催
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
各
主
体
で
作
成
し
た
「
骨
子
」

を
集
約
し
、
条
例
の
基
本
的
な
事
項
や
考
え

方
を
ま
と
め
た
「
条
例
素
案
」
に
つ
い
て
「
市

民
説
明
会
」
な
ど
で
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
意
見
な
ど
を
拝
聴
し
な
が
ら
修
正
を

重
ね
て
今
回
の
「
条
例
案
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
（
案
）
は
、
こ
の

よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
参
加
の
ス
テ
ッ
プ

を
踏
み
な
が
ら
、
よ
り
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
議
論
の
積
み
重

ね
と
、
そ
の
中
か
ら
得
ら
れ
る
共
通
理
解
を

一
つ
一
つ
丁
寧
に
積
み
重
ね
て
き
た
も
の
で

す
。
条
例
の
ア
イ
デ
ア
段
階
か
ら
足
か
け
４

年
に
わ
た
る
取
組
と
な
る
も
の
で
す
。

■問い合わせ：企画課地域戦略グループ☎内線 363

龍ケ崎市まちづくり基本条例
　　　　　　　のパブリックコメントをスタート！

～市民参加で育む協働のまちづくりに向けて～

龍ケ崎市まちづくり基本条例を制定します

前
文

　

私
た
ち
の
ま
ち
龍
ケ
崎
は
、
都
心

へ
の
通
勤
・
通
学
圏
に
あ
る
と
と
も

に
、
白
鳥
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い

る
牛
久
沼
や
小
貝
川
な
ど
の
水
環
境
、

緑
豊
か
な
田
園
風
景
、
台
地
に
広
が

る
森
林
な
ど
、
私
た
ち
に
安
ら
ぎ
と

潤
い
を
与
え
る
水
と
緑
に
恵
ま
れ
た

豊
か
な
自
然
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
自
然
環
境
の
中
で
育
ま
れ
た

歴
史
と
文
化
は
、
関
東
以
北
で
最
古

の
多
宝
塔
に
代
表
さ
れ
る
歴
史
的

遺
産
や
関
東
三
奇
祭
の
一
つ
と
も
呼

ば
れ
、
ま
ち
の
人
々
に
支
え
ら
れ
、

４
０
０
年
の
時
を
刻
ん
で
き
た
撞
舞

な
ど
の
郷
土
芸
能
を
創
出
し
て
き
ま

し
た
。

　

私
た
ち
は
、
先
人
た
ち
が
英
知
と

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
り
守
り
続
け
て

き
た
自
然
と
培
わ
れ
て
き
た
伝
統
文

化
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、愛
着
を
持
っ

て
、
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
い
ま

ち
、
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
を
創
造

し
、
未
来
を
担
う
次
世
代
へ
責
任
を

持
っ
て
引
き
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
で
あ

る
こ
と
を
認
識
し
、
市
政
及
び
地
域

の
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
自
ら
考

え
、
行
動
す
る
と
と
も
に
、
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
と
地
域
の
き
ず
な
を

大
切
に
し
、
様
々
な
価
値
観
を
互
い

に
認
め
合
い
、
信
頼
関
係
を
高
め
な

が
ら
、
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

こ
こ
に
私
た
ち
は
、
ま
ち
づ
く
り

を
行
う
た
め
の
基
本
理
念
を
明
ら
か

に
し
、
龍
ケ
崎
市
民
で
あ
る
こ
と
を

誇
り
に
思
え
る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
こ
の
条
例
を

制
定
し
ま
す
。

第
１
章　

総
則

（
目
的
）

第
１
条　

こ
の
条
例
は
、
龍
ケ
崎
市

（
以
下
「
市
」
と
い
う
。）
に
お
け
る

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
を
明
ら
か

に
す
る
と
と
も
に
、
市
民
、
議
会
及

び
執
行
機
関
の
役
割
、
責
務
等
及
び

市
政
運
営
の
基
本
的
事
項
を
定
め
る

こ
と
に
よ
り
、
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

当
該
地
域
に
関
わ
る
様
々
な
活
動
を

自
主
的
及
び
自
立
的
に
行
う
組
織
及

び
集
団
を
い
う
。

第
２
章　

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念

（
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
）

第
４
条　

市
民
、
議
会
及
び
執
行
機

関
は
、
市
民
福
祉
の
向
上
を
図
る
た

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責
務
を
果

た
し
、
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
も
の
と
す
る
。

２　

前
項
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
基
本
と

し
て
推
進
す
る
も
の
と
す
る
。

⑴ 

市
政
に
関
す
る
情
報
を
相
互
に
共

有
す
る
こ
と
。

⑵ 

市
民
の
参
加
を
基
本
に
市
政
運
営

が
行
わ
れ
る
こ
と
。

⑶ 

お
互
い
に
理
解
を
深
め
、
信
頼
関

係
を
構
築
す
る
こ
と
。

第
３
章　

ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手

　

第
１
節　

市
民

（
市
民
の
権
利
）

第
５
条　

市
民
は
、
ま
ち
づ
く
り
に

く
り
を
推
進
し
、
も
っ
て
市
民
福
祉

の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
条
例
の
位
置
付
け
）

第
２
条　

こ
の
条
例
は
、
市
に
お
け

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
規

範
で
あ
り
、
市
民
、
議
会
及
び
執
行

機
関
は
、
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
こ
の

条
例
の
趣
旨
を
最
大
限
尊
重
す
る
も

の
と
す
る
。

（
定
義
）

第
３
条　

こ
の
条
例
に
お
い
て
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、

当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

⑴ 

市
民　

次
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。

　

ア 

市
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人

（
以
下
「
住
民
」
と
い
う
。）

　

イ 

市
内
に
通
勤
し
、
又
は
通
学
す

る
個
人

　

ウ 

市
内
に
事
業
所
を
有
し
、
事
業

活
動
を
行
う
個
人
又
は
法
人
そ
の
他

の
団
体

　

エ 

市
内
で
公
益
活
動
を
行
う
個
人

又
は
法
人
そ
の
他
の
団
体

⑵ 

執
行
機
関　

市
長
、
教
育
委
員
会
、

選
挙
管
理
委
員
会
、
公
平
委
員
会
、

監
査
委
員
、
農
業
委
員
会
及
び
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
を
い
う
。

⑶ 

協
働　

市
民
、
議
会
及
び
執
行
機

関
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
及
び
責
任
の

下
に
、
互
い
の
自
主
性
を
尊
重
し
つ

つ
、
対
等
な
立
場
で
補
い
合
い
、
連

携
及
び
協
力
を
図
り
、
行
動
す
る
こ

と
を
い
う
。

⑷ 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ　

一
定
の
地

域
を
基
盤
と
し
た
住
民
の
組
織
又
は

住
民
同
士
の
つ
な
が
り
で
あ
り
、
住

民
相
互
の
信
頼
及
び
連
帯
に
よ
り
、

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
（
案
）

● 募集期間：８月 18 日（月）～９月 17 日（水）
● 閲覧場所：市公式サイト／本庁舎１階市民情報コーナー・３階
企画課・地下１階日直室（閉庁日のみ）／西部・東部出張所／各
コミュニティセンター／中央図書館／市民活動センター
● 対象：市内在住・在勤・在学の方／市内に事業所（事務所）が
ある個人および法人その他の団体／本市に対して納税義務のある個
人および法人／本件に利害関係のある個人および法人その他の団体
● 意見の提出方法：ご意見・氏名（法人名）・住所（所在地）・連
絡先を明記し、持参・郵送・ファクス・Ｅメールで提出。口頭は不可。
様式は自由。
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「龍ケ崎市まちづくり基本条例（案）」に対するご意見を募集します

条
例
案
制
定
に
至
る
ま
で
の

　

こ
れ
ま
で
の
取
組
に
つ
い
て
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次
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４
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龍ケ崎市まちづくり基本条例を制定します龍ケ崎市まちづくり基本条例を制定します

参
加
す
る
権
利
を
有
す
る
。

２　

市
民
は
、
市
政
の
情
報
を
知
る

権
利
を
有
す
る
。

（
市
民
の
役
割
と
責
務
）

第
６
条　

市
民
は
、
ま
ち
づ
く
り
の

主
体
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
ま
ち

づ
く
り
に
関
心
を
持
つ
と
と
も
に
、

自
ら
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
自
主

的
に
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加
に
努
め

る
も
の
と
す
る
。

２　

市
民
は
、
互
い
に
認
め
合
い
尊

重
し
、
協
力
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
も
の
と
す
る
。

３　

市
民
は
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
に
当
た
っ
て
、
自
ら
の
発
言
と
行

動
に
責
任
を
持
つ
も
の
と
す
る
。

４　

市
民
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
参
加

す
る
に
当
た
り
、
公
共
性
を
重
ん
じ
、

次
世
代
及
び
市
の
未
来
に
配
慮
す
る

も
の
と
す
る
。

　

第
２
節　

こ
ど
も

（
こ
ど
も
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加
）

第
７
条　

市
民
、
議
会
及
び
執
行
機

関
は
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の
担
い

手
で
あ
る
こ
ど
も
を
社
会
の
一
員
と

を
目
的
に
応
じ
た
適
切
な
方
法
に
よ

り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
意
見
へ
の
対
応
）

第
20
条　

執
行
機
関
は
、
市
民
の
参

加
に
よ
っ
て
市
民
か
ら
提
出
さ
れ
た

意
見
に
つ
い
て
、
当
該
意
見
に
対
す

る
市
の
考
え
方
及
び
市
政
へ
の
反
映

状
況
に
つ
い
て
、
市
民
に
分
か
り
や

す
く
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
附
属
機
関
へ
の
参
加
）

第
21
条　

執
行
機
関
は
、
市
民
の
意

見
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
審

査
会
、
審
議
会
、
調
査
会
そ
の
他
の

附
属
機
関
の
構
成
員
に
は
、
原
則
と

し
て
、
公
募
の
市
民
を
加
え
る
も
の

と
す
る
。

（
住
民
投
票
）

第
22
条　

市
長
は
、
市
政
の
重
要
な

事
項
に
つ
い
て
、
住
民
の
意
思
を
直

接
確
認
す
る
た
め
、
住
民
投
票
を
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２　

住
民
投
票
の
実
施
に
関
し
必
要

な
事
項
は
、
そ
の
都
度
、
別
に
条
例

し
て
尊
重
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
に

応
じ
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
で
き

る
環
境
整
備
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

　

第
３
節　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

（
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
役
割
）

第
８
条　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、

地
域
に
関
わ
る
多
様
な
主
体
と
連
携

及
び
協
力
を
図
り
、
地
域
の
特
性
を

い
か
し
た
様
々
な
活
動
を
通
じ
て
、

安
心
で
安
全
な
住
み
よ
い
地
域
社
会

づ
く
り
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進
）

第
９
条　

市
民
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
守
り
育
て
る
と
と
も
に
、
そ

の
活
動
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
自

主
的
に
参
加
し
、
協
力
す
る
よ
う
努

め
る
も
の
と
す
る
。

（
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
支
援
）

第
10
条　

執
行
機
関
は
、地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
尊

重
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
活
動
を
促

進
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず

る
も
の
と
す
る
。

　

第
４
節　

議
会

（
議
会
の
役
割
と
責
務
）

第
11
条　

議
会
は
、
市
の
意
思
決
定

機
関
と
し
て
、
政
策
形
成
機
能
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
執
行
機
関
の

行
財
政
運
営
、
事
務
処
理
及
び
事
業

の
実
施
が
適
正
か
つ
効
率
的
に
行
わ

れ
て
い
る
か
監
視
す
る
機
関
と
し
て
、

そ
の
役
割
を
果
た
し
、
市
民
の
意
思

が
市
政
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
努
め
る

も
の
と
す
る
。

２　

議
会
は
、
議
会
に
対
す
る
市
民

の
関
心
を
高
め
る
よ
う
、
開
か
れ
た

で
定
め
る
。

３　

市
長
は
、
住
民
投
票
の
結
果
を

尊
重
す
る
も
の
と
す
る
。

第
６
章　

市
政
運
営

（
最
上
位
の
計
画
に
基
づ
く
市
政
運
営
）

第
23
条　

市
長
は
、
議
会
の
議
決
を

経
て
、
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方

向
を
示
す
最
上
位
の
計
画
（
以
下
「
最

上
位
の
計
画
」
と
い
う
。）
を
財
政
見

通
し
を
踏
ま
え
た
上
で
定
め
る
も
の

と
し
、
最
上
位
の
計
画
に
基
づ
く
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
も
の
と
す
る
。

２　

市
長
は
、
最
上
位
の
計
画
に
関

す
る
進
捗
状
況
の
管
理
を
行
う
と
と

も
に
、
当
該
進
捗
状
況
を
市
民
に
分

か
り
や
す
く
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
財
政
運
営
）

第
24
条　

市
長
は
、
柔
軟
で
持
続
可

能
な
財
政
構
造
を
構
築
す
る
た
め
、

財
政
運
営
の
基
本
方
針
を
定
め
、
健

全
な
財
政
運
営
を
推
進
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

２　

市
長
は
、
最
上
位
の
計
画
を
踏

ま
え
て
予
算
を
編
成
し
、
執
行
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３　

市
長
は
、
財
政
状
況
に
つ
い
て
、

市
民
と
情
報
を
共
有
し
、
分
か
り
や

す
く
公
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の

説
明
責
任
の
向
上
に
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
行
政
評
価
）

第
25
条　

執
行
機
関
は
、
効
果
的
か

つ
効
率
的
な
市
政
運
営
の
実
現
を
図

る
た
め
、
行
政
評
価
を
実
施
し
、
評

価
結
果
を
施
策
等
に
適
切
に
反
映
さ

議
会
運
営
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
議
員
の
役
割
と
責
務
）

第
12
条　

議
員
は
、
住
民
の
代
表
者

と
し
て
、
住
民
の
意
見
を
積
極
的
に

把
握
し
、
市
政
に
反
映
さ
せ
る
よ
う

努
め
る
も
の
と
す
る
。

　

第
５
節　

執
行
機
関

（
市
長
の
役
割
と
責
務
）

第
13
条　

市
長
は
、
市
の
代
表
者
と

し
て
、
市
民
福
祉
の
向
上
の
た
め
、

市
民
の
負
託
に
応
え
、
公
正
か
つ
誠

実
に
市
政
運
営
に
当
た
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

２　

市
長
は
、
市
政
運
営
に
当
た
っ

て
は
、
自
ら
の
考
え
を
市
民
に
明
ら

か
に
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
意
見

を
十
分
に
反
映
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

（
執
行
機
関
の
役
割
と
責
務
）

第
14
条　

執
行
機
関
は
、
所
掌
事
務

を
自
ら
の
判
断
及
び
責
任
に
お
い
て
、

こ
れ
を
公
正
か
つ
誠
実
に
処
理
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

執
行
機
関
は
、
市
長
の
総
合
的

せ
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
そ
の

内
容
を
市
民
に
分
か
り
や
す
く
公
表

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
行
政
手
続
）

第
26
条　

執
行
機
関
は
、
市
政
運
営

に
お
け
る
公
正
の
確
保
と
透
明
性
の

向
上
を
図
り
、
市
民
の
権
利
及
び
利

益
の
保
護
に
資
す
る
た
め
、
執
行
機

関
が
行
う
処
分
及
び
行
政
指
導
並
び

に
執
行
機
関
に
対
す
る
届
出
に
関
す

る
手
続
に
関
し
共
通
す
る
事
項
を
定

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
説
明
責
任
）

第
27
条　

執
行
機
関
は
、
政
策
の
立

案
か
ら
実
施
及
び
評
価
に
至
る
ま
で

の
過
程
を
市
民
に
分
か
り
や
す
く
説

明
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
政
策
法
務
）

第
28
条　

執
行
機
関
は
、市
民
の
ニ
ー

ズ
及
び
行
政
課
題
に
対
応
し
た
主
体

的
な
政
策
を
推
進
す
る
た
め
、
法
令

の
解
釈
及
び
運
用
を
自
主
的
か
つ
適

正
に
行
う
と
と
も
に
、
必
要
な
条
例

等
の
整
備
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
危
機
管
理
）

第
29
条　

市
長
は
、
市
民
の
生
命
、

身
体
及
び
財
産
を
災
害
等
か
ら
保
護

し
、
そ
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、

必
要
な
施
策
を
実
施
し
、
危
機
管
理

体
制
を
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

市
長
は
、
市
民
及
び
関
係
機
関

と
の
連
携
及
び
協
力
を
図
り
、
災
害

等
に
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３　

市
民
は
、
平
常
時
か
ら
自
己
の

安
全
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地

な
調
整
の
下
、
相
互
の
連
携
及
び
協

力
を
図
り
な
が
ら
、
市
民
の
参
加
及

び
協
働
を
基
本
と
し
た
市
政
運
営
を

推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　（
職
員
の
役
割
と
責
務
）

第
15
条　

市
の
職
員
（
以
下
「
職
員
」

と
い
う
。）
は
、
市
民
福
祉
の
向
上
の

た
め
、
市
民
の
信
頼
に
応
え
、
公
正

か
つ
誠
実
に
職
務
を
遂
行
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

２　

職
員
は
、
市
を
取
り
巻
く
環
境

に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
積
極
的

に
知
識
の
習
得
及
び
能
力
の
向
上
に

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
４
章　

情
報
共
有

（
情
報
共
有
）

第
16
条　

議
会
及
び
執
行
機
関
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
保
有
す
る
情
報
が
市
民

と
の
共
有
財
産
で
あ
る
こ
と
を
認
識

し
、
市
民
の
知
る
権
利
を
保
障
し
、

適
切
な
情
報
公
開
及
び
情
報
提
供
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
情
報
の
共
有
に

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

域
の
安
全
の
確
保
の
た
め
相
互
に
協

力
し
て
災
害
等
に
備
え
る
も
の
と
す

る
。

（
法
令
遵
守
及
び
公
益
通
報
）

第
30
条　

執
行
機
関
は
、
職
員
の
職

務
の
遂
行
に
係
る
法
令
等
の
遵
守
及

び
倫
理
の
徹
底
を
図
り
、
公
正
な
職

務
の
遂
行
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

２　

執
行
機
関
は
、
違
法
な
行
為
等

に
よ
る
公
益
の
損
失
を
防
止
す
る
た

め
、
職
員
等
の
公
益
通
報
に
関
す
る

事
項
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
組
織
体
制
）

第
31
条　

執
行
機
関
は
、
効
率
的
か

つ
機
能
的
で
、
社
会
経
済
情
勢
等
の

変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
、
か
つ
、
相

互
の
連
携
が
保
た
れ
る
よ
う
、
内
部

組
織
を
編
成
す
る
も
の
と
す
る
。

（
要
望
等
へ
の
対
応
）

第
32
条　

執
行
機
関
は
、
市
民
の
市

政
に
対
す
る
要
望
、
苦
情
等
に
対
し

て
は
、
迅
速
か
つ
誠
実
に
対
応
し
、

市
民
の
信
頼
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

（
個
人
情
報
の
保
護
）

第
17
条　

議
会
及
び
執
行
機
関
は
、

個
人
の
権
利
及
び
利
益
を
保
護
す
る

た
め
、
個
人
情
報
の
適
正
な
取
扱
い

に
つ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
と

と
も
に
、
あ
ら
ゆ
る
施
策
を
通
じ
て

個
人
情
報
の
保
護
に
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

第
５
章　

参
加

（
参
加
の
促
進
）

第
18
条　

執
行
機
関
は
、
市
民
が
自

主
的
及
び
主
体
的
に
ま
ち
づ
く
り
に

参
加
で
き
る
よ
う
多
様
な
機
会
を
提

供
す
る
と
と
も
に
、
参
加
し
や
す
い

環
境
を
整
備
す
る
も
の
と
す
る
。

（
参
加
の
方
法
）

第
19
条　

執
行
機
関
は
、
政
策
の
形

成
過
程
、
実
施
及
び
評
価
の
各
段
階

に
お
い
て
、
市
民
が
市
政
に
参
加
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
め
る
と
と

も
に
、
説
明
会
、
懇
談
会
等
の
開
催
、

附
属
機
関
の
委
員
募
集
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
等
に
よ
る
意
見
聴
取
等

市
民
の
権
利
及
び
利
益
の
保
護
に
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
７
章　

国
、
県
及
び
他
の
地
方

公
共
団
体
と
の
連
携
及
び
協
力

（
国
、
県
及
び
他
の
地
方
公
共
団
体
と

の
連
携
及
び
協
力
）

第
33
条　

執
行
機
関
は
、
共
通
す
る

課
題
を
解
決
し
、
市
民
に
よ
り
良
い

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、

国
、
県
及
び
他
の
地
方
公
共
団
体
と

連
携
し
、
協
力
す
る
よ
う
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
国
際
社
会
に
お
け
る
連
携
及
び
協
力
）

第
34
条　

執
行
機
関
は
、平
和
、人
権
、

文
化
、
教
育
、
環
境
等
の
幅
広
い
分

野
に
お
い
て
、
国
際
社
会
に
お
け
る

連
携
及
び
協
力
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

第
８
章　

条
例
の
検
討
及
び
見
直
し

（
条
例
の
検
討
及
び
見
直
し
）

第
35
条　

議
会
及
び
執
行
機
関
は
、

社
会
経
済
情
勢
等
の
変
化
を
勘
案
し
、

必
要
に
応
じ
、
こ
の
条
例
の
内
容
に

つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
な
見
直

し
を
行
う
も
の
と
す
る
。

※
条
例
案
の
基
本
的
な
考
え
方

を
示
し
た
逐
条
解
説
に
つ
い
て

は
、
市
公
式
サ
イ
ト
お
よ
び
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
閲
覧
場

所
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。



市の各施策・主要事業の進捗について評価しています

８月１日から「地区活動拠点指定職員制度」の運用を開始しました

１　進捗評価の目的
　市では、まちづくりの基本方向を示す最上位の計画「ふるさと龍ケ崎戦略プラン（以下、最上位の計画
という）」に基づき、「人が元気 まちも元気 自慢したくなるふるさと 龍ケ崎」を目指してさまざまな施策・
事業を展開しています。
　そして、この最上位の計画に掲げる施策や主要事業の進捗や取組の状況について、毎年点検し、評価を
実施しています。評価に際しては、数値目標の達成状況や市民アンケートなどを基本とした客観的な評価
とともに、市民の皆さんや有識者の意見を反映しています。
　現在、平成 25 年度における各施策とそれに関連する主要事業の取組について、平成 26 年度の主要事業
などの推進や平成 27 年度の政策立案・予算編成に反映させるため、点検・評価に取り組んでいます。

２　評価の対象
　この進捗評価の対象は、最上位の計画
に掲げる、①４つの重点戦略②重点戦略
を構成する 12 のまちづくり宣言③まち
づくり宣言を構成する 80 の主要事業で
す。

３　評価結果の公表
　評価の結果は、市公式サイトなどで公表します。公表の時期は９月中旬ごろを予定しています。

　これまで震度５強以上の地震が発災した場合、市の職員は「龍ケ崎市職員地震災害時初動対応マニュアル」
に基づき、市役所に参集し、それぞれ班別に活動する対応をとっていました。しかし休日・夜間など勤務
時間外の発災に備え、また、初動体制をより迅速化するため、あらかじめ指定した職員を直接コミュニティ
センターに参集させることで、情報の収集、伝達手段の確保などの初動対応を図る「地区活動拠点指定職
員制度」を新たに創設し、８月１日から運用を開始しました。
　また、制度の運用に併せて、地区活動拠点施設となるコミュニティセンター玄関付近に、震度５強以上
で自動解錠する「防災ボックス（鍵などを収納）」を設置しました。これにより、地域の皆さんが直接防災
コンテナなどから救助資機材を取り出すことが可能となります。

地区活動拠点のイメージ

所管課 企画課

シート作成
自己評価

行政経営
推進会議

行政経営
推進本部

行政経営
評価委員会

（外部委員）

行政経営
推進本部
（庁議）

評価内容
の精査

１次

評価

決算額

など反映

２次

評価

３次

評価

最終

報告

評価の流れ

　震度５強以上の地震が発災した際には、ボックスの中にあるセンサーが反応して自動解錠し、防災
コンテナの鍵などを取り出すことができます。このボックスは機械式であり、電池切れや停電時の心
配はありません。また、バットでたたくなどのイタズラ程度では開くことはできません。さらに、警
備会社による機械警備（センサー）を設置しています。
●ボックス収納品：防災コンテナの鍵／コミュニティセンターの玄関の鍵／コミュニティセンターの
事務所の鍵／小中学校の門の鍵（ダイヤル式であれば、解除番号が記載された紙）／小中学校体育館
の鍵／防災井戸蛇口ハンドル

指定職員

施設管理者

自主防災組織
など

助け合う場

知恵を出し合う場 地区情報を把握し、発信する場

地区活動拠点

地域・市などが協働する場寄り添う場

地区活動拠点とは、災害に立ち向かうところ

防災ボックスとは？


